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右
表
に

示

す
如

く

十
二

頭
の

標
本
中
體

形
は

雌
雄

に

因

り

薯
し

き

差
違
を

靦

す
頭
及

胴
の

最

長
四

三

粍
に

し
て

最
小

三

八

粍
と
す

尾
の

最
長
｝

七

粍
に

し
て

最

小
一

四

粍
と

す

下

膊
の

最
長

四
五

粍

最
小

四

丁
五

粍
と

す

以

上

の

如
く

各
部
の、

長
短
を

十
二

頭
に

就

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　へ

て

比
較
し

見
る

に

第
九
號

の

標
本
が

大

體
に

於
て

最
大

な

る

も
の

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　画

と
す

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　一

　
渚
以

上

の

形

態
を

具

ふ

る

種
は

從
來

知

ら
れ

た
る

日

本
産
蝙

　一

蝠
類
中

に

て

見
出
さ

れ

す

ド

プ

ソ

ン

氏

の

束
洋
蝙

蝠
類

目

録
中

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　…

霑
ゴ

夛
二

ご

三

三〔
一叩
三

科
に

隷
す
る

鵠
ミ
倦

ミ

ミ
ミ

ミ

屬
の

も
の

と

認

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　心

め

ら
る

該
日
錣
に

は

本

屬
申
唯
一

種

緊

ミ

ミ
ぎ
ミ

を

記
載
せ

ら

る

叉

同

氏
の

英
國

博
物

館

目
鋒

蝙

蝠
編
に

は

本

屬
に

就
て

四

種

を

記

載
す

共
檢
索
表

を

左

に

譯
逋

し
て

其
孰

れ

の

種
に

相

當
す
べ

き

歟

之
を

識
別
す

る

考

證
と
な

す

　
　

　

　
　
槍

索

表

（

難
　
　
錬
）

　

○
犬

狸
蒼

聴
育
す

（

一
）

鼻
孔

接
近

し
圓
孔

尖
端
に

開
き

上

唇

は

多
少
下
暦
よ

ウ

挺

融

　
し
下

顎

の

門
齒

と
牙

齒
と
翻
隔
離

す
−

亜

屬

寧、
き

ミ
〜

。

ミ

≒
♂

　
（

A
）

耳

珠
内

縁
は

窪
み

　

　
（

1
）

距

骨
脛
骨
よ

り

短

く

翅
膜
は

脚
踝

に

附
着
す

　

　

　
下

膊
骨
一
・

七

吋

…
：

：

：

・

…・・

…

寓’
恥

魄

ミ
賠

§
舘

＆

ミ
魯

　
（

B
）

耳

珠
の

内

縁
は

脹
み

　

　
（

2
）

距

骨
脛

骨
よ

り

短
く

翅

膜
は

足

部
に

附
着

す

　

　

　
下

膊
骨

丁
四

吋

…
−

…
：

…・

…

…
・

…

喫゚

ミ

§
禽

8N
鼻

　

　
（

3
）

距

骨
脛

骨
よ

り

長
く
翅

膜
は

脚
踝
に

附

着
す

　

　

　
下

膊

骨
一

・

五

吋

…
：一
−

…

…
：

…・
：

…

…

国隔

ミ
ミ
登゚

へ

二
）

鼻
孔
隔
離
し

楕
圓
に

て

斜
め

に

開
孔

し

上

唇

前
に

挺
出
せ

す

　
下

顎
門
齒
は

牙

齒
の

問
に

槇
充
す
…

…

…

…

亜

屬

§
軌

ミ・

　
（

A
）

耳
珠
の

内

縁
は

脹
ら
む

　

　
（

4
）

距

骨
廉
骨
よ

り

短
く
翅

膜
は

足

の

基

部
に

附

着

す

　

　

　
下
臆

骨

マ
四

五

吋
…

…
：

…・

…

…

…

　
 

凶・
§

膏
、

麌

§
黌

右

表
中
に

就
き

本
種
の

標
徴
に

近

似
す
る

も
の

は

箜
及
第
二

種

に

し

て

下

膊
の

大
さ

翅

膜
の

附

着
黙
耳
珠
の

形

等
は

第
一

種
に

相
當
す
る

如

く

認
む

る

を
以
て

前

記
の

種

と

假
定
す

。

．

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（

波
江
元
吉
）

●
犬

・

狸
を

哺
育
す

　
先

月

中

旬

駒
塲
農

科
大

學
林
學

教
室
の

裏
に

飼

養
し

あ
る

狸
兒

“
琶

見、

且ハ

由
夾
丁

ゼ

聞

く

に
、

實
に

面
白
く、

『

イ

ソ

ツ

プ

物
董
…

』

に

で

 

謬
ら

ん

と
想
は

る

壼

程
な

b
。

輻

岡
の

田
舍
に

獵
夫

狸
獵
の

三

ヒ

●
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（

薙
　

　
　

録）
　

O・
小

さ
｝」
犲

料
の

パ

ラ

フ

ィ

ン

埋

藪
梗

法

專

門
の

牡
犬
を

養
へ

る

が
、

今

年
初
夏

數
見
を

産
せ

勢
。

如
何

に

せ

し
や

其
子
よ

り
母

犬

は

離
さ

れ

だ

b
。

然
る

に

不

思
議
や
數
日

に

し
て

狸
兒
の

頭
を

街
へ

來

り

哺
育
し、

翌

日

は

ま
だ

他
の

を

持

ち
來

り、

二

匹

と
な

り、

三

匹

と
な

り
、

途
に

五

匹
に

逹
し、

之

に

乳
を
與
へ

て

愛
育
し

居
り

π
り

。

（

臭
氣
を

異
に

す
る

異
族
の

兒
を
己

が

兒
の

代
り

と
せ

し

は

面
白
し。

）

　
多
分

狸
の

母

は

獵
夫

の

手
に

か

3
り、

只

憐
れ
な

る

嬰
兒
の

み

彷
徨

し
居
り

し

を
見

つ

け

た

る

な

ら
ん

。

林
學
教
授

川

瀬
氏
は、

乳
母

と
五

匹
の

子

を

購

求
し

、

本
年
六

月
三

十

日

よ

り

駒
塲
に

て

飼
養

す
る

こ

と
主

な

り

把

る

由
。

現

今
は

既
に

乳
を

離

れ、

肉
類
等

を
食

し
愉
快
に

生
活

し
、

人
を

恐
れ

す、

親
犬

は

寧

ろ

小

形
の

も
の

に

て

黒

自
の

斑
あ

り
、

狸
兒
は

よ
く

稍
斜
な

る

樹
枝
を

攀
ぢ

上
る

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

容
津

直
秀
）

●
小
さ

き

材
料
の

パ

ラ

フ
，

ン

埋

藏
便
法

原

蟲
や

海

膽

卵
の

樣
な

小

さ

な

判

料
な
バ

ラ

フ
ィ

ソ

に

埋

藏
し

や

う

と
ず

る

際、

種
酵

の

液

體
な

取

替
へ

る

毎
に

少

し

宛

流
れ

去

っ

て

途

に

は

大

多

數
な

失
つ

て

し
ま

ふ
。

此

の

不

幸
か

除

く

六

め

に

接
骨

木
り

髄
に

浸
み

込
圭
ゼ

て

髓

と
］

緒
に

埋

藏
す

る

と

か
、

谷

津

博
モ

の

紹

介
ぜ

ら
れ

れ
ハ

ウ
ァ

…
ト

氏
の

法
（

本
誌

箜
二
二

號
）

と

か．

多

く
の

工

夫
が

め

る

が、

近

頃
ウ
ェ

ス

ト

氏

が

雜

誌

　
0な

σ

ざ
目

3．．
｛
累
o

一
〇

⊂降

9Q）
に

マ

イ
ニ

ツ

氏
の

膠
製
カ

プ

セ

〃

な

用
ゐ
・
43

方

法
に

改

良

恥

加
へ

れ
の

冷

羯
げ’
弐

居
る
。

曲
祺

者
の

試
み

ら

れ

ん

事

な

希
望

し

て

そ
の

要

額
存

認

し

て

置

く
。

　

膠
製
カ

プ

セ

川

は

水
若

く

は

薄
い

酒

精
に

逢

ふ

と
容

易
に

溶
け

て

し
ま

ふ

故、

之

を

防
ぐ

た

め

に

先
づ

薄
い

シ

エ

ラ
ッ

ク

液
に

浸
し

て

乾

か

し
ニ

ス

を

施
し
た

状
態
に

し
て

置
く

。

濃
い

酒
精
に

逢

ふ

＝｝
八

司

　

と
シ

ェ

ラ
ッ

ク

は

流
れ

去
る

が

カ

プ

セ

川

其

者
は

不

溶
解
で

ゐ
る

か

　

ら

容
器
と

し

て

安
全
で

あ
る

。

偖
て

前
記
の

如
く

ニ

ス

を
施
し

た

　

カ

プ

セ

川

の

上

端
に

近
く
一

個、

底

部
に

近
く
一

個
の

小
さ

な

孔

　

を

灼
熱
し
陀

針
の

先
き

で

あ
け
る

。

之
は

藥
液
が

容
易
に

入

れ

替

　

る

陀
め

で

あ

る。

　

　

斯
槎
に

凖
備
し

だ

カ

プ

セ

川

に

材
料
を

容
れ
π

ま
劣

で

脱
水
か

　

ら
パ

ラ

フ

ィ

ン

迄
の

手

績
を

進
め

る

の

で

あ

る

が
、

材
料

を
以

前

　

の

容
器
か

ら
カ

プ

セ

川

に

移
す
に

は
、

細
く

尖
ら
せ

陀

硝
子

棒
の

　

先
に

セ

ロ

イ

デ
ィ

ン

の

溶

液
（

一

二

弩
）

を

着
け

て

之
に

膠
著
せ

し

　

め

れ
ば

よ

い
。

此

の

棒
を
カ

プ

セ

ル

に

入

れ

て

靜
に

振
れ

ば

材
料

　

は

容

易
に

少
許

の
セ

ロ

イ

テ
ィ

ン

と
共
に

尖

端
か

ら

離
れ

落
ち
る

。

　

材

料
を
容
れ

把
カ

プ

セ

〃

を
順
次

に

種
々

の

液
體
に

移
し
か

へ

る

　

に

は、

カ

プ

セ

ル

を

針
金
で

縛
り
、

之

を

管
瓶
の

木
栓
の

下

面
に

　

ブ

ラ

下

る

樣
に

し、

種
々

な

濃
さ

の

酒
精
か

ら
キ

シ

ロ

ー

川

を

經

｛

て

溶
融
パ

ラ

フ

ィ

ン

等
の

容
れ

て

あ
る

數
個

の

管
瓶
に

木
栓

と
共

　

に

移
し
て

ゆ

く。

最
後
に

材
料
が

充
分

パ

ラ

フ

ィ

ン

に

浸
つ

陀

所

　

で

木

栓
を
持
つ

て

引
上

げ
、

カ

プ

セ

ル

の

口

か

ら
靜
か

に

ピ

ベ

ッ

ト

　

で
パ

ラ

フ

ィ

ン

を

流
し

近
む、

か

の

二

個
の

小
さ

な

孔

は
パ

ラ

フ

ィ

弓
が

冷
え
て

直

爨
が
つ

て

了

ふ
、

さ

て

・

プ

多
は

針
金
か

ら

　

外
づ

し、

水
に

投

す
れ

ば
元
來

膠
で

出
豪
て

居
る

か

ら

直
に

溶
け

　

て

な

く

な

り、

奇
麗
な
パ

ラ

フ

ィ

ン

の

圓
濤
形
の

塊
が

殘
る
、

そ

の

　

底
に

あ

た

る
圸

粫

に

材
料
が

埋

藏
さ

れ

て

あ
る

と
い

ふ

事
に

な

る
。

　

　

若
し

材
料
が

此

の

圓

濤
形
の

パ

ラ

フ

ィ

レ

塊
の

最
極

端
に

集
ま
，

　

つ

て

居
る

と、

此

處
は

圓
く
な
つ

て

居
る

故
連

續
切

片
を

造
る

に
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